
[文献紹介]

偶目『反攻』半月刊

西村成雄

はじめに

国民政府重慶時代の出版物は，その歴史的条件からいって，日本においては

所蔵される機会の少ないものの一つであろう。機会あってフェアパンク・セン

ターに滞在時，ハーバード・イエンチン図書館所蔵の『反攻』半月刊を見るこ

とができた。もちろん，不揃いであり，その意味でほんの一部に目を通したこ

とにしかならないが，すでにこの雑誌名を聞き及んでいた筆者は，重慶時代の

東北流t知識人の思想的組織的動向を知るうえで不可欠のものであるという認

識をより深くすることとなった。

ここに，偶目した『反攻』半月刊の目次を掲載させていただき， 1931年以

来，重慶にまで流亡することとなった東北人の社会的活動の一端をご覧いただ

ければ幸いである。なお，本稿の整理に際し，社会人大学院ゼミに参加された

岡田幸子氏，笹川恵美子氏，梁真規氏の援助を受けた。記して深謝申しあげる。

解題

1937年4月上海で準備された東北救亡総会(東総)は，周恩来の意見にも

とづき，第一に国共合作・共同抗戦・共同建国をめざし，第二に張学良将軍の

救出，第三に東北抗日聯軍支援を目的として，組織された。その責任者は高崇

民で，関宝航，栗又文，李廷禄らが参加していた。その後， 6月20日には北

平西城崇元観5号にあった東北大学礼堂で，正式な東北救亡総会の成立大会が

開催された。当時，北平には東北救亡団体は 16あり，その中では東北人民抗

日救亡聯合会(東聯)が最大で，子毅夫，李廷禄，張克威，越濯華，張希尭ら

が指導していた。これらを統一的組織としたのが東総である。北平で開催され

た成立大会で選出された約30余人からなる常務委員会が指導機関となり，執

行委員として高崇民，閤宝航，車向枕，陳先舟，慮虞積らが就任し，秘書長に
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栗又文が就いたれ)。

7 • 7事変後， 8月8日北平に日本軍が入ってから，高崇民らは天津を経て

済南に避難し，同時に東総山東分会を組織，東北からの難民受け入れにあたっ

た。その後，太原に移り，同じく太原分会を組織し，東北軍の張廷枢や張政杭

らによる遊撃縦隊の編成に協力した。 1937年9月23日，国共合作が成った後，

東総は南京芦席営の閤宝航宅に本部を移し，執行委員制を主席団制に変更し，

国民党と関係のある「東北著名愛国人士」である王化ーや王卓然を主席団に加

え， 7人で指導することとなった。そして，国民政府の武漢移転とともに，東

総も武昌明月橋の順産会館に移った。 1938年1月19日武自で開催された東総

主席団会議は， r東北人の広範な団結運動」であることを強調していた。この

時，新たに，秘書長に子嫡然，組織部長に高崇民，宣伝部長兼『反攻』半月刊

主編に子毅夫，訓練部長に徐寿軒，連絡部長に陳先舟らが就任した。ここに

『反攻』半月刊が創刊されることになったのである。

この閥、 1937年末には高崇民によって東総河南分会，開封に東総通迅処を組

織したが，その地域は東北軍の駐留地でもあった。 1938年3月初め，同じく

西安にも分会を設置した。

『反攻』半月刊は，武漢では慮康積を社長名義として，国民党中央宣伝部に

登録し，子毅夫主編，席夢覚副主編，石光編集組長という陣容で， 1940年初

の創刊二周年ごろには2万部を発行するまでの規模になっていた。この頃すで

に重慶に移った東総は， Ii'反攻」半月刊を，王化一発行人，王卓然主編という

名義で国民政府内政部に再度登録していた。ただ， 1941年1月の院南事変ま

では子毅夫が主編を務めており，執筆者陣には次のような人物が網羅されてい

た。肖軍，肖紅， ~各賓基，師田年，石光，関夢覚，菱克夫，李輝芳，黒工，曽

克，高蘭，楊朔，穆木夫，孔羅孫，吉子群，羅:峰，白朗，韓幽桐らである。

編集委員は全部で 62人であったが，国民党の東総に対する抑圧と弾圧が強

化され，かっ 1941年1月の院南事変後は多くの執筆者が重慶を離れるという

状況に陥った。 1942年に入ると東総そのものが国民党により解散命令を受け

たが， Ii'反攻』半月刊は高崇民によって維持された。出版社も東北救亡総会か

ら反攻半月刊社(I反攻雑誌社」の銘版は郭沫若の筆になる)となった。周恩

来はrIi'反攻』という名が存する限り，蒋介石は東北を売りはらうことは困難
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だろう」と述べたという。

1942年， 43年という困難な時代をつうじて，高崇民は『反攻』半月刊を維

持し続け， 44年になって郭沫若の抗敵文化工作委員会(文委)のもとで働い

ていた劉砥方とその妻緑川|映子(長谷川照子)が反攻雑誌社の編集に加わった。

この過程で， 1944年9月18日の『反攻』第16巻からは主編人王卓然，発行

人王化ーの名を削り， 45年3，4月には東総を改組して，東北民主政治協会

を組織して，戦後への政治的準備を強化した。そして， 1945年8月の日本敗

北後， Il'反攻』半月刊は， 9月18日最後の号を発行して，終刊となった。こ

の号で，高崇民は「わが希望」と題する文章を書き， r政治的に罪をかぶり今

なお幽閉されている戦士，張漢卿」を思いおこし，共に東北へ帰ることのでき

ないことを慨嘆した。

『反攻』半月刊は， 1938年初から 1945年9月までの長期間，大後方での出

版物として，また救亡救国運動を担った雑誌として，その役割は大きなものが

あったといえるだろう。

(1)執行委員以外の主なメンバーは次のとおり。杜重遠，李廷禄，自由j澗波，苗勃
然，王毅夫，張希尭，王之椙，郷大鵬，張濯華，子嫡然，白乙化，張慶泰などで
あった。
[参考文献]
近琴・自覚凡・高凌主編『高崇民伝』人民日報出版社， 1991年。
白寛凡・魯煤編著『憶高崇民同志』華齢出版社， 1992年
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談新約

什麿時候回家

朱剣農

陳先舟

呉家盛

雪量f&>i悟

維揚

沈慧

高崇民

柳筋

金敏

孔憲周

庭筋
小華

了殊

王卓然

王孝風

老郷

松江

高崇民

朱法

劉黒初日

柳筋

紫微

時論反攻緬旬声中的一得之見 詐初民
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展視遠戦場 丁殊

そ港会後之世界新形勢 方紀

日本研究

明治維新奥昭和維新(上)一関於日本歴史問題之一一

東北論壇

東北真正的危機在那裏?

東北鉱業概況(二続)

悲恋、切切話関外

東北青年

j忘様学習

関心政治

伺↑長

信箱

敵後的木刻

才能(小説)

冷言冷語録

介紹東北競存中学

第日巻3期(中華民国32年4月25日)

持論 同盟国努力的方向

戦後世界輿戦後問題

世界戦局発展的動向

日本研究

「明治維新」輿「昭和維新J (中)

一関於日本歴史問題之一一

東北論壇

「日系」輿「満系」

東北鉱業概況(三続)

東北青年

談交朋友

化解矛盾

異郷吟

文芸

祖国的呼喚

風砂的懐念

第臼巻第6期(民国32年7月25日)

短評二則所謂戦後問題

生産会議与東北
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鹿地亘著郭労為訳

王王手然

陳先舟

粛藤

周若兵

松江

金敏

銭華

契詞夫作李寂訳

高崇民

自泉

韓幽桐

孫承侃

石噺沖

鹿地亘

記者

探先舟

周若賓

松江

忍耐

李落

百E緑1:

民

然



追懐抗戦中的英雄戦友与優秀青年幹部

世界戦局新形勢和我{門的反攻準備

日本軍隊内反戦的暗流

利用蘇聯領土轟昨日本間題

再論東方問題一申論韓国独立問題

法蘭西人民反抗納粋徳国的門争

日本人民思想中的毒素能否根除?

劉清揚

方紀

鹿地亘著劉列先訳

関夢覚

馬義

石鴫沖

一訳自一九四三年四月十九日「遼東概覧」 健生

冷言冷語録 高崇民

有客従関外来 大風

東北青年(建立実事求是的作風) 許明

個人与社会 正字

~開眼晴走ー贈給琴ー 忍耐

他的情人 蘇聯俊巴列夫著秋風訳

編後

第 14巻第1期(民国32年8月25日)

短評擁護宋外長談話

苦悶何為

教育質疑

「天皇」是什慶東西

朝鮮没有屈服

法蘭西人民反抗納粋徳国的門争

東北鉱業概況

甘涼間牧業近況

北平現状一瞥

引火

夜曲

傑

民

民

張友漁

肯特著陳先津訳

石噺沖

練先舟

波然

子生

李歌

胡翼

小生命 蘇聯巴甫林科著秋林訳

第 14巻2・3期(民国32年9月 18日)
東北人紀念九一八

東北与中国之命運的展望

東北是第二次世界大戦的策源地

我与東北

紀念九一八弁悼「九一九」慈母逝去両周年

検討九一八与収復東北之準備

第二次世界大戦的起点

反攻九一八禍首人類的公敵

略談招致東北青年問題

-42 

本社

莫徳恵

楊傑

黄炎培

劉j清揚

王卓然

韓幽桐

李夢庚

金長佑



~様紀念十二周年「九一八」

控訴与附城

陳先舟

石晴沖

日冠在東北軍事工業的発展

九一八紀念与東北青年

九一八与抗戦文学

皮古列夫斯加雅作林升訳

金敏

羅

民族英雄賀蘭泰

「九一八」放歌

鬼子心

束三省的木材(封面)

第 14巻第4期(民国32年 10月 15日)

短評韓新献機

東北戦区機構

擬建議国民参政会請政府加強収復東北失地準備案

勝手IJ不許有折如

「勝利有折如J ? 

日本将爆発「右翼政変J ? 

日本資本主義現況及大衆的将来

日冠搾取東北資源的検討

談理性生活

清山和夫著

吉宮
江扉

王語今

王r奇

王卓然

玉卓然

孫懐洪

張友漁

劉列先訳

松江

胡翼

歌者

失業貨車

封面木刻

i1J黒柳
田本・小林多喜二作 夏迫蒙訳

留j鉄華

第 14巻第5期(民国32年 11月15日)

救済東北青年(短評)

三国会議的成就

巴多格里奥政府応当民主化

国都与東北

日本資本主義現況及大衆的将来 清山和夫著

日本開発東北成功ア?

南斯位夫的遊撃戦争 蘇・布衣尼茨著

東北青年対於勝手IJ前途応有的認識

憶浩

二十年後 美・亨利著

封面設計

活躍在東北的義軍健児

然

韓幽桐

伍夫

康国棟

劉列先訳

東橋

衡矛訳

白泉

主亜平

劉還す訳

王

刃鋒

(にしむらしげお 大阪外国語大学)
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